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【視点】「決断」するのは小規模企業・中小企業自身
～（第4次産業革命の肝は）「サプライ」から「人間中心・顧客中心」へ
～「下請意識」からの脱却

【ゴール】

➢キャズムを超えるとき、ビジネスモデルが変容する～DXへの変容

➢オン・オフラインによる（DX時代の）エコシステムの形成

【喫緊の課題】

➢三村会頭挨拶より抜粋（2019年9月19日日商通常会員総会）

「『発火点』に至らない最大の理由は、事業者目線に立って、IT導入
を支援する専門人材が不足していることにあります。近年、中小・小規
模事業者が利用しやすいクラウドサービスが登場する中、IT支援人材
の育成と専門人材と企業をつなぐマッチング機能を強化していくことが
急務です。」
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基本スタンス



➢ 中小企業のうち、どのターゲットに何を届けるか。
➢ キャズムをいかに超えていくか。
➢ 左図に基づくと、「地域経済の牽引層（①）」「中小
企業のリーダー層（②）」そして「マス（③④）」の３
階層を念頭に支援策を策定する。
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支援ターゲットと提供サービス
「成長企業の類型化の概念図」
（中小企業庁「スマートSME研究会」の図を基にアレンジ）



DX２０２５
～ITシステム「2025年の崖」克服とDXの本格的な展開～
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出典：経済産業省「DXレポート」
※大企業・中堅企業のシステムの見直しが必要らしい。
※中小企業には、どんな影響があるのか？

200万社以上の
企業への影響
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中小企業のIT実装へのイメージ

事業項目 概 要

①中小企業経営活力プラス実践塾 １８年度より、ＮＴＴグループと共催で、セミナー・展示会・相談
会をワンパッケージにした実践塾を開催。（18年度８０回）

②クラウド推奨メニュー 日商が１８年度作成したものを基に、中小企業基盤整備機構
が「ここからアプリ」を１９年３月公表。

③クラウド導入支援人材の育成 小規模・中小企業向けに、クラウドサービスを組み合わせて提
案できる支援人材の育成。（スマートSMEサポーター制度によ
る見える化とマッチングの推進）

④全国中小企業クラウド実践大賞 クラウド実践企業の顕彰を１９年度より創設。（総務大臣賞・日
商会頭賞など授与。経産大臣賞は要望中。）
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小規模・中小企業のIT支援体制

【経営全般】

経営指導員

（3,400名）

【経営課題】

中小企業診断士

（約２．3万名）

税理士

（約７．８万名）

【ＩＴ支援人材】

ＩＴコーディネータ

（約6千名）

地域ＩＴベンダー

（約1.7万社、65万名）

※経営指導員には、経営者の一次相談者として、経営課題を抽出し、適切な専門家にマッチングする「コ
ンシェルジェ」の役割が求められる。
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【行政機関】
地方公共団体、産業振興センター、公設試、

（産総研、産業革新投資機構）等



日本のITサービス
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経済産業省「スマートSMEサポータ制度」
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動画「クラウド活用で変わる中小企業の現場」
（つづく㈱井領氏の支援例）
https://www.jcci.or.jp/it/2019/0327120000.html
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https://www.jcci.or.jp/it/2019/0327120000.html
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中小企業の現場のイメージ
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クラウド化の作業イメージ



なぜ中小企業のクラウド化は失敗するのか？
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つづく（株）の支援事例
～商売が「100年つづく」を当たり前に～
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つづく（株）の主な支援先（２）
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中小企業基盤整備機構「ここからアプリ」（チラシ）



「全国中小企業クラウド実践大賞」

○COUDIL、日本商工会議所等が構成する「クラウド実践大賞実行委員会」が主催。

○クラウド実践の裾野拡大に資するため、中小企業の自己宣言による「見える化」を薦める。
さらに、中小企業等自らによる公開プレゼンテーションのコンテストを開催し、優れた実践
事例の情報共有を図る。

〇優れた実践事例には、総務大臣賞、地方局長賞、開催市市長賞等を設定。（経産大臣賞の交
付も要望中）実践事例は、書面審査や公開プレゼンテーションの結果を踏まえて格付けを行
い、次年度以降の実践塾等でモデル事例として紹介する。

①自己宣言 ②書面評価
中小企業

（自薦・他薦）

③地方大会
（5会場）

④全国大会
（東京）

・公開プレゼン
・総務大臣賞等を表彰

・絶対評価
・20点中12点以上で
「モデル事例」格付

・チェックシート
で自己採点

・10点以上で
「自己宣言」格付

・公開プレゼンによる
相対評価

・会場ごとに地方局長賞
等を表彰

・上位2者に「優良モデル事例」格付

クラウド・
イニシアティブ
＜裾野の拡大＞

クラウド実践コンテスト
＜身近な実践事例の共有＞

【参加条件】
（独）情報処理推進
機構（IPA）の
SECURITY ACTION
の取得

全国中小企業クラウド実践大賞

〇総務大臣賞
〇日商会頭賞
など
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プラス実践塾とクラウド実践大賞
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クラウド導入・活用による生産性とセキュリティの向上

先進的クラウド実践企業

クラウド導入・実践企業

クラウド未導入企業

IT未対応企業
（通常は電話、FAXで対応）

クラウド活用層

クラウド未活用層

セキュリティ

高

低

高

低

生産性
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